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第４章 障害者生活実態調査の結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の属性     （単位：人） 

年齢   

 ５歳以下 8 

 ６～18歳 64 

 19～39歳 175 

 40～64歳 394 

 65～69歳 133 

 70歳以上 565 

 無回答 28 

 合計 1,367 
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調査票記入者 

問１ 記入者 

問１ この調査票はどなたが記入されますか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査票記入者については、身体障害者、精神障害者、難病患者ではあて名の「ご本人」が最も多く、

７割以上となっています。知的障害者は「家族」が最も多く、約６割となっています。 

 

１．あて名本人について 

問２ 年齢 

問２ 年齢は次のうちどれですか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者と難病患者では「70 歳以上」、知的障害者では「19～39 歳」、精神障害者では「40～64 歳」

が最も多くなっています。  

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

0.3

1.6

0.8

1.3

23.6

4.0

3.5

5.0

40.1

31.3

8.1

23.5

24.7

52.7

32.6

12.3

2.7

2.5

14.0

57.3

6.6

9.0

40.7

0.4

0.5

0.5

0.4

(%)ｎ

0.6

4.7 12.8 28.8 9.7 41.3

2.0

(%)

５
歳
以

下

６
～

1

8
歳

1
9
～

3
9
歳

4
0
～

6
4
歳

6
5
～

6
9
歳

7
0
歳

以
上

　
無
回

答

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

ｎ

71.6

31.3

77.1

74.0

21.0

59.3

19.4

22.1

2.5

6.6

1.0

2.7

4.9

2.7

2.5

1.2

(%)
68.7 23.6

2.6

5.0

本
人

家
族

そ
の
他

　
無
回

答
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問３ 同居者 

問３ 同居されている方はどなたですか。[いくつでも○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族については、身体障害者と難病患者は「配偶者」が５割以上（順に 53.0％、57.8％）と最

も多く、次いで「子ども」（順に 25.8％、30.6％）と続きます。知的障害者は「母親」が６割台前半

（63.7％）と最も多く、次いで「父親」（48.9％）、「兄弟姉妹」（40.1％）と続きます。精神障害者は

「母親」が３割台半ば（36.8％）と最も多く、次いで「配偶者」（28.4％）、「父親」（27.4％）と続き

ます。また、身体障害者と精神障害者は「一人暮らし」が２割以上（順に 25.5％、24.9％）と多く

なっています。 

 

 

  

父親

母親

配偶者

子ども

兄弟姉妹

祖父母

親戚

友人・知人

一人暮らし

　無回答

7.0

10.7

53.0

25.8

4.4

0.4

0.6

0.5

23.5

1.8

48.9

63.7

4.4

2.7

40.1

4.9

0.5

2.7

11.0

10.4

27.4

36.8

28.4

16.4

15.9

2.5

0.5

1.0

24.9

0.5

8.5

17.1

57.8

30.6

8.9

2.3

1.2

1.2

17.1

0.8

0 10 20 30 40 50 60 70

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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問４ 手帳と医療券の状況 

問４ 次の手帳又は医療券をお持ちですか。 

(１) 身体障害者手帳[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等級[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者手帳の取得状況については、身体障害者以外では、難病患者の「もっている」が４割台

前半（43.8％）と多くなっています。また、「もっている」と回答した方の等級については、「１級」

（33.0％）、「４級」（24.1％）が多くなっています。 

 

 

  

33.0 15.2 15.5 24.1 5.2 5.2

1.9

ｎ

(796)

(%)

１
級

２
級

３
級

４
級

５
級

６
級

　
無
回

答

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

100.0

18.7

7.0

43.8

61.0

61.2

48.4

20.3

31.8

7.8

(%)ｎ

58.2 30.7 11.0

(%)

も
っ

て

い
る

も
っ

て

い
な
い

　
無
回

答
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 (２) 愛の手帳[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

度数[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛の手帳の取得状況については、知的障害者以外では、「もっている」は５％以下となっています。

また、「もっている」と回答した方の度数については「４度」（46.7％）が多くなっています。 

 

 

 

  

2.7

23.6 22.0 46.7 4.9

ｎ

(182)

(%)

１
度

２
度

３
度

４
度

　
無
回

答

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

4.3

100.0

3.5

5.0

63.3

64.7

74.4

32.4

31.8

20.5

(%)ｎ

13.3 59.3 27.4

(%)

も
っ

て

い
る

も
っ

て

い
な
い

　
無
回

答
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(３) 精神障害者保健福祉手帳[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等級[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精神障害者保健福祉手帳の取得状況については、精神障害者以外では「もっている」は５％未満と

なっています。また、「もっている」と回答した方の等級については「２級」（55.2％）が多くなって

います。 

 

  

8.0 55.2 34.8

2.0

ｎ

(201)

(%)

１
級

２
級

３
級

　
無
回

答

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

1.8

3.8

100.0

1.6

65.8

72.0

78.3

32.4

24.2

20.2

(%)ｎ

14.7 59.8 25.5

(%)

も
っ

て

い
る

も
っ

て

い
な
い

　
無
回

答
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(４) 難病及び人工透析にかかる医療券をお持ちですか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

難病及び人工透析にかかる医療券については、難病患者以外では、身体障害者の「もっている」が

１割台半ば（14.2％）となっています。 

 

 

  

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

14.2

7.1

2.0

100.0

64.8

83.0

88.1

21.0

9.9

10.0

(%)ｎ

18.9 64.1 17.0

(%)

も
っ

て

い
る

も
っ

て

い
な
い

　
無
回

答



第４章 障害者生活実態調査の結果 

 81 

問５ 障害の種類又は難病の疾病名 

問５ 障害の種類又は病名についておたずねします。[いくつでも○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害の種類については、「肢体不自由」が２割台半ば(25.2％)と多く、次いで「難病」(19.3％)、

「内部障害」(15.4％)となっています。 

難病の病名について、記入による回答があった242件のうち、主な病名は表のとおりです。「パーキ

ンソン病」（27件）が最も多く、「クローン病」（13件）「全身性エリテマトーデス」(10件)、「サルコイ

ドーシス」と「潰瘍性大腸炎」（ともに９件）の順で続いています。 

 

主な病名（上位５件） 

病名 件数 

パーキンソン病 27 

クローン病 13 

全身性エリテマトーデス 10 

サルコイドーシス 9 

潰瘍性大腸炎 9 

  

n=(1,367)  

肢体不自由

視覚障害

聴覚障害

音声・言語障害

内部障害

知的障害

統合失調症

うつ病

そううつ病

神経症

てんかん

心因反応

睡眠障害

発達障害

高次脳機能障害

難病

　無回答

25.2

5.1

6.4

2.9

15.4

11.2

6.4

5.6

2.6

1.3

3.4

1.2

3.3

6.4

2.6

19.3

7.9

0 5 10 15 20 25 30 (%)
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２．日常生活について 

問６ 主な支援者 

問６ 主な支援者は誰ですか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な支援者については、身体障害者と難病患者は「配偶者」が４割以上（順に 40.6％、41.9％）と

最も多くなっています。知的障害者と精神障害者は「親」が最も多く（順に 61.0％、34.8％）、特に知

的障害者は６割台前半と多くなっています。また、「支援の必要はない」と回答した割合は、身体障害

者、難病患者（順に 15.1％、19.8％）が知的障害者、精神障害者（順に 1.6％、5.0％）と比べて多く

なっています。 

  

親

配偶者

子ども

兄弟姉妹

祖父母

親戚

友人・知人

相談支援機関

ヘルパー

支援者はいない

支援の必要はない

その他

　無回答

7.8

40.6

15.1

2.9

-

0.6

0.9

0.4

2.6

6.9

15.1

2.1

5.0

61.0

3.3

2.2

4.4

-

0.5

0.5

1.6

6.0

2.7

1.6

11.0

4.9

34.8

20.9

2.5

3.0

-

1.5

2.0

7.5

2.0

9.5

5.0

3.0

8.5

11.2

41.9

9.7

2.7

-

-

0.8

0.4

1.9

5.0

19.8

1.2

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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問７ 主な支援者の年齢 

問７ 支援者がいる場合、主な支援者の年齢はどれですか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な支援者の年齢については、身体障害者、精神障害者、難病患者は「70歳代」(順に 20.2％、

19.4％、19.8％)、知的障害者は「40歳代」(26.4％)が最も多くなっています。 

 

 

問８ 外出する際の最も多い手段 

問８ 外出する際の最も多い手段は何ですか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出の手段については、身体障害者、知的障害者、難病患者は「自家用車」(順に 33.9％、24.7％、

38.8％)、精神障害者は「徒歩」(26.9％)が最も多くなっています。  

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

18.6

22.5

26.9

17.1

9.3

14.8

20.4

8.5

4.8

2.2

2.7

33.9

24.7

16.4

38.8

7.9

2.7

2.0

8.1

8.8

19.8

15.9

12.0

2.9

1.1

3.5

0.8

5.3

1.6

8.0

3.9

8.5

10.4

7.0

8.1

(%)
ｎ

19.6 12.3

3.0

30.4 5.5 12.1

2.4

5.1 9.5

(%)

徒

歩

自

転

車

車

い

す
（

電
動

含

む
）

自

家

用

車

タ

ク

シ
ー

電

車
、

バ

ス

福

祉

バ

ス

ほ

ぼ

外

出

し
な

い

　

無

回

答

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

2.9

4.9

9.0

6.6

7.5

26.4

14.9

8.1

16.1

23.1

18.9

15.5

17.8

20.9

13.9

13.6

20.2

9.9

19.4

19.8

8.8

4.9

5.5

7.0

26.6

9.9

18.4

29.5

(%)
ｎ

4.2 10.8 16.6 16.0 17.8 7.0 27.7

(%)

4
0
歳

未
満

4
0
歳

代

5
0
歳

代

6
0
歳

代

7
0
歳

代

8
0
歳

以
上

　
無
回

答



第４章 障害者生活実態調査の結果 

 84 

問９ 外出するときの主な支援者 

問９ 外出するときの主な支援者は誰ですか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出するときの主な支援者については、身体障害者は「支援の必要はない」が約３割（29.6％）と

最も多く、次いで「配偶者」（29.3％）となっています。知的障害者は「親」が４割台後半（48.9％）

と最も多く、次いで「支援の必要はない」（19.8％）となっています。精神障害者は「支援の必要はな

い」が約３割（30.3％）と最も多く、次いで「親」「配偶者」（ともに 19.4％）となっています。難病

患者は「配偶者」が３割台半ば（34.9％）と最も多く、次いで「支援の必要はない」（31.4％）となっ

ています。 

  

親

配偶者

子ども

兄弟姉妹

祖父母

親戚

友人・知人

相談支援機関

ヘルパー

支援者はいない

支援の必要はない

その他

　無回答

5.3

29.3

12.9

1.4

-

0.4

0.8

0.1

1.8

12.3

29.6

2.1

4.0

48.9

3.3

1.6

2.7

-

-

0.5

0.5

7.7

7.7

19.8

4.4

2.7

19.4

19.4

3.0

2.0

-

-

3.0

1.5

1.0

17.4

30.3

1.5

1.5

7.4

34.9

8.5

1.2

-

0.4

0.8

-

1.2

8.5

31.4

2.7

3.1

0 10 20 30 40 50 60

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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３．就労について 

問 10 現在の就労状況 

問 10 現在の就労状況について教えてください。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の就労状況については、身体障害者と精神障害者は「働けない状況にある」（順に 28.5％、

36.3％）が最も多くなっています。知的障害者と難病患者は「今後も現在の仕事を続けたい」（順に

37.9％、30.2％）が最も多くなっています。 

 

  

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

19.6

37.9

22.9

30.2

7.2

19.2

24.4

7.8

2.0

2.7

5.0

2.7

34.2

12.1

10.0

26.7

28.5

16.5

36.3

26.7

8.5

11.5

1.5

5.8

(%)
ｎ

24.6 11.4

2.9

27.4 26.2 7.5

(%)

今
後
も

現
在
の

仕
事

を
続
け

た
い

現
在
働

い
て
い

な
い

が
、

今

後
働
き

た
い

現
在
働

い
て
い

る

が
、

や

め
た
い

今
後
も

働
く
予

定
は

な
い

働
け
な

い
状
況

に
あ

る 　
無
回

答
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問 11 働く場や活動の場を充実させるため、必要と思うもの 

問 11 働く場や活動の場を充実させるため、必要と思うものは何ですか。［３つ以内に○］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働く場や活動の場を充実させるため、必要と思うものについては、身体障害者と難病患者は「特に

必要なものはない」がともに３割台後半（37.2％）で最も多くなっています。知的障害者と精神障害

者は「自分に合う仕事の紹介や相談をしてくれるところ」が５割以上（順に 52.7％、58.7％）で最も

多く、次いで「日常生活の支援、日常的な相談や地域交流活動を行う施設」（順に 38.5％、38.8％）、

「社会的自立や訓練を行う施設」（順に 36.3％、33.3％）となっています。 

 

  

自分に合う仕事の紹介や相談をしてくれるところ

社会的自立や訓練を行う施設

日常生活の支援、日常的な相談や地域交流活
動を行う施設

自主的な当事者同士の集まり

特に必要なものはない

　無回答

23.0

11.3

16.0

6.8

37.2

25.6

52.7

36.3

38.5

6.0

17.6

11.0

58.7

33.3

38.8

10.0

15.4

6.5

30.2

10.5

17.4

8.9

37.2

19.8

0 10 20 30 40 50 60 70

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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４．日頃の活動について 

問 12 楽しみや生きがい 

問 12 楽しみや生きがいは何ですか。[いくつでも○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楽しみや生きがいについては、すべての種別において、「趣味・娯楽」が最も多くなっています。 

 

  

趣味・娯楽

旅行

学校・学習活動

スポーツ

ボランティア活動

仕事

結婚生活・家族の団らん

子育て

異性等との交際

地域のつきあい

友人とのつきあい

障害者同士の交流

一人暮らし

特にない

　無回答

49.0

28.6

2.5

9.2

5.0

9.3

13.6

2.1

1.6

11.8

30.7

7.2

6.2

19.1

5.3

62.1

28.6

13.2

9.9

0.5

14.8

8.8

1.6

4.4

3.3

27.5

16.5

3.8

9.9

4.9

60.7

18.4

4.5

9.5

4.5

7.5

18.4

7.5

5.0

4.0

36.8

13.4

6.0

17.4

1.0

49.6

30.2

4.3

7.4

3.5

7.8

20.5

4.3

2.7

5.8

30.2

3.5

3.5

14.7

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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問 13 今後やってみたいこと 

問 13 今後やってみたいことはどんなことですか。[いくつでも○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後やってみたいことについては、身体障害者、知的障害者、精神障害者は「趣味・娯楽」が最も

多く、次いで「旅行」となっています。難病患者は「旅行」が最も多く、次いで「趣味・娯楽」と

なっています。また、「特にない」の割合はすべての種別において２割以上となっています。 

  

趣味・娯楽

旅行

就学・学習活動

スポーツ

ボランティア活動

仕事

結婚生活・家族の団らん

子育て

異性等との交際

地域のつきあい

友人とのつきあい

障害者同士の交流

一人暮らし

特にない

　無回答

34.3

33.7

2.8

9.2

6.0

6.7

5.5

0.5

2.3

10.7

16.3

8.9

3.6

27.8

9.0

35.7

30.8

9.3

15.4

2.2

13.7

6.6

1.6

7.1

6.6

17.0

14.3

11.0

20.3

9.9

41.8

31.3

14.4

13.4

6.5

24.9

14.9

1.5

9.0

7.0

18.4

10.9

9.5

22.9

2.0

34.5

36.0

4.7

10.5

7.0

6.6

7.8

1.9

2.7

8.5

15.9

5.8

2.7

24.0

5.0

0 10 20 30 40 50

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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問 14 日中主に過ごしている場所 

問 14 日中は主にどこで過ごしていますか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日中、主に過ごす場所については、身体障害者、精神障害者、難病患者は「自宅」が最も多いです

が、知的障害者は「自宅」の割合は１割台前半（13.7％）と少なく、「会社等」（18.7％）、「通所施設

（その他）」（18.1％）、「通所施設（就労移行・継続支援事業所）」（17.0％）が多くなっています。 

 

  

幼稚園・保育園

児童発達支援

小・中学校・高校・職業訓練校

特別支援学校

専門学校・大学

会社等

通所施設（就労移行・継続支援事業所）

通所施設（その他）

病院のデイケア

自宅

その他

　無回答

0.1

-

0.3

0.9

0.1

13.4

1.5

3.1

0.9

66.7

5.7

7.3

1.1

0.5

7.7

14.8

-

18.7

17.0

18.1

-

13.7

4.4

3.8

-

-

3.5

0.5

0.5

16.4

11.4

2.5

1.0

55.7

4.5

4.0

1.2

-

2.7

0.8

0.4

22.9

1.6

1.6

1.6

58.5

3.9

5.0

0 20 40 60 80

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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問 15 放課後や休日を過ごす場所 

問 15 問 14で「小・中学校・高校・職業訓練校」又は「特別支援学校」を選択した方は放課後

や休日をどこで過ごしますか。[いくつでも○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14で「小・中学校・高校・職業訓練校」又は「特別支援学校」を選択した方の放課後や休日を過

ごす場所については、すべての種別において自宅が最も多く、７割以上となっています。 

 

  

放課後等デイサービス

学童クラブ

ふっさっ子の広場

習い事

祖父母宅

自宅

　無回答

33.3

-

-

-

-

77.8

11.1

51.2

-

9.8

12.2

-

70.7

2.4

12.5

25.0

-

12.5

-

75.0

-

-

-

11.1

11.1

-

88.9

-

0 20 40 60 80 100

身体障害者 n=(9)  

知的障害者 n=(41)  

精神障害者 n=(8)  

難病患者 n=(9)  

(%)
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５．福祉サービスについて 

問 16 現在、利用しているサービス量の満足度 

問 16 現在、利用しているサービス量は充分だと思いますか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在利用しているサービスのサービス量については、身体障害者、精神障害者、難病患者は「利用

していない」が最も多くなっています。知的障害者は「充分である」が約４割（40.7％）で最も多く

なっています。 

 

  

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

23.9

40.7

32.3

29.1

1.1

1.6

1.6

14.9

20.9

23.9

10.9

53.9

31.3

37.8

53.5

6.2

5.5

6.0

5.0

(%)
ｎ

26.5

0.7

15.9 50.7 6.1

(%)

充
分
で

あ
る

多
い

少
な
い

利
用
し

て
い
な

い

　
無
回

答
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問 17 今後のサービス利用意向 

問 17 今後、サービスをどのように利用したいですか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後のサービスの利用希望については、身体障害者と知的障害者は「家族との同居ができなくなっ

たら、グループホームや施設に入所したい」が最も多く（順に 25.8％、34.1％）、次いで「自宅で在宅

サービスを継続利用したい」（順に 23.7％、14.3％）となっています。精神障害者と難病患者は「自宅

で在宅サービスを継続利用したい」が最も多く（順に 25.4％、26.7％）、次いで「家族との同居ができ

なくなったら、グループホームや施設に入所したい」（順に 19.4％、22.5％）となっています。 

 

 

 

  

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

23.7

14.3

25.4

26.7

9.9

13.2

18.4

7.0

0.4

0.5

2.0

0.8

2.6

2.2

2.0

2.3

1.9

11.5

3.5

0.8

25.8

34.1

19.4

22.5

35.7

24.2

29.4

39.9

(%)
ｎ

22.3 10.7

0.82.33.0

26.0 34.8

(%)

自
宅
で

在
宅
サ
ー

ビ

ス
を
継

続
利
用

し
た

い サ
ー

ビ

ス
量
を

増
や

し
た
い

サ
ー

ビ

ス
の
利

用
を

や
め
た

い

施
設
に

入
所
し

た
い

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
に

住
み
た

い

家
族
と

の
同
居

が
で

き
な
く

な
っ

た

ら
、

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
や

施
設
に

入
所
し

た
い

　
無
回

答
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問 18 障害又は難病が原因で人権を損なう扱いを受けた経験の有無 

問 18 障害又は難病が原因で人権を損なう扱いを受けた経験がありますか。[いくつでも○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害又は難病が原因で人権を損なう扱いを受けた経験については、すべての種別において「特にな

い」が最も多くなっていますが、知的障害者の「差別用語を使われた」（20.3％）、精神障害者の「暴

言・暴力による虐待を受けた」（20.4％）と「希望する仕事に就職できなかった」（17.4％）の割合が

多くなっています。 

  

希望した学校に入学できなかった

希望する仕事に就職できなかった

職場での労働条件や給料が、
周囲の人と比べて不当である

障害を理由に退職を迫られた

差別用語を使われた

電車や施設の利用を断られた

親族の冠婚葬祭への出席を断られた、
開催を知らされなかった

暴言・暴力による虐待を受けた

性的な嫌がらせを受けた

給料や年金が本人のために使われなかったり、
知らない間に預金が引き出された

賃貸物件への入居や移転の時、
障害を理由に断られた

食堂やホテルなどで利用を断られた

受診や治療を断られた

特にない

　無回答

1.1

3.1

2.6

2.9

5.8

1.1

0.9

3.3

0.3

0.3

0.8

0.6

1.8

74.7

10.9

7.1

8.2

6.0

4.4

20.3

3.8

2.7

9.9

1.6

1.1

1.1

-

7.7

51.6

12.1

3.5

17.4

8.5

12.4

13.9

2.0

3.0

20.4

3.5

3.0

2.5

0.5

6.0

52.2

3.5

0.8

2.3

1.9

3.5

3.1

-

-

0.8

0.4

0.4

0.4

-

5.4

79.5

8.1

0 20 40 60 80 100

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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問 19 「地域福祉権利擁護事業」や「成年後見制度」の認知度 

問 19 判断能力が充分でない方の権利を守る事業として、「地域福祉権利擁護事業」や「成年後

見制度」がありますが、ご存知でしたか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域福祉権利擁護事業」や「成年後見制度」の認知度については、すべての種別において「名称も

内容も知っている」の割合は２割未満と少なく、「名称も内容も知らない」が３割以上になっています。 

 

 

 

  

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

18.5

13.2

12.4

15.5

40.6

40.1

47.3

39.9

32.4

40.1

37.8

36.4

8.5

6.6

2.5

8.1

(%)
ｎ

16.6 40.3 35.3 7.8

(%)

名
称
も

内
容
も

知
っ

て
い
る

名
称
は

聞
い
た

こ
と

は
あ
る

が
、

内

容
は

よ
く
知

ら
な
い

名
称
も

内
容
も

知
ら

な
い

　
無
回

答
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問 20 対象者や支援者が、生活上の悩みや困ったことを相談する相手 

問 20 あなたや支援者が、生活上の悩みや困ったことを相談するのはどこですか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活上の悩みや困ったことの相談先については、すべての種別において「家族・親族」の割合が最

も多くなっています。その中で、精神障害者は「家族・親族」の割合が２割台後半（27.9％）と他の

種別と比べて少ないですが、「医師・看護師」の割合が１割台半ば（15.4％）と他の種別よりも多く

なっています。 

 

 

 

 

  

家族・親族

友人・知人

市役所

障害者自立生活支援センター  すてっぷ

職場の人

民生委員

医師・看護師

計画相談事業所・ケアマネージャー

ヘルパー

通所施設

インターネット

相談する人がいない

　無回答

45.6

5.4

11.3

1.5

0.1

0.6

3.9

5.4

1.1

0.6

1.3

6.7

16.5

38.5

4.4

5.5

7.7

0.5

0.5

0.5

6.6

5.5

6.0

1.1

6.0

17.0

27.9

7.5

8.5

4.5

1.0

0.5

15.4

3.0

2.0

6.0

2.0

10.0

11.9

51.2

4.3

6.2

1.9

-

-

9.3

6.2

0.8

1.2

1.2

3.9

14.0

0 10 20 30 40 50 60

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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問 21 市の行事、福祉、保健に関する情報の入手先 

問 21 市の行事、福祉、保健に関することは、主に何で知りましたか。[いくつでも○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の行事、福祉、保健に関することを知る手段については、すべての種別において「市の広報・

ホームページ・情報メール」の割合が最も多くなっており、次いで「市役所」、「家族・親族」の順と

なっています。知的障害者と精神障害者は「市の広報・ホームページ・情報メール」が約４割（順に

39.0％、40.3％）で、身体障害者と難病患者に比べて少ないですが、「市役所」、「家族・親族」の割合

が、身体障害者と難病患者の割合より多くなっています。 

 

  

家族・親族

友人・知人

市役所

障害者自立生活支援センターすてっぷ

市の広報・ホームページ・情報メール

市の福祉サービスガイドブック

民生委員

医師・看護師

計画相談事業所・ケアマネジャー

ヘルパー

通所施設

ボランティア

　無回答

18.1

11.6

21.0

1.6

55.9

9.8

0.5

6.2

7.9

2.0

2.6

0.8

11.1

26.4

13.7

30.2

8.2

39.0

11.0

-

3.8

7.7

6.6

9.3

0.5

10.4

24.4

7.0

39.3

6.0

40.3

4.0

0.5

14.9

7.5

1.5

8.5

-

9.0

17.8

11.2

22.1

1.9

56.2

8.1

-

11.2

7.0

1.6

2.3

0.8

9.7

0 10 20 30 40 50 60

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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問 22 今後、市に期待すること 

問 22 今後、市に何を期待しますか。［５つ以内に○］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市に期待することについては、すべての種別において「障害福祉サービスの充実」の割合が最も多

くなっています。次いで、身体障害者は「障害者に配慮したまちづくり」（27.4％）、「障害福祉サービ

スに関する情報提供」（25.3％）の順となっています。知的障害者は「就労支援の充実」（34.6％）、

「障害者に配慮したまちづくり」、「相談支援の充実」（ともに 30.2％）の順となっています。精神障害

者は「相談支援の充実」（38.3％）、「就労支援の充実」（31.8％）の順となっています。難病患者は

「障害福祉サービスに関する情報提供」（24.8％）、「災害時の対応に関する情報提供」（23.3％）の順

となっています。  

障害者差別解消・障害者理解の促進

障害者に配慮したまちづくり

成年後見など権利擁護の充実

災害時の対応に関する情報提供

文化、スポーツ活動の充実

移動手段の確保

相談支援の充実

就労支援の充実

障害福祉サービスの充実

地域定着支援の充実

障害福祉サービスに関する情報提供

障害福祉サービス提供事業者の育成

特にない

　無回答

13.2

27.4

6.0

22.9

6.0

24.7

18.3

7.8

28.1

5.7

25.3

10.3

20.4

9.9

27.5

30.2

20.3

28.6

7.7

8.2

30.2

34.6

39.6

7.1

26.9

20.3

15.9

4.9

28.4

22.9

13.9

14.9

8.5

13.4

38.3

31.8

38.8

6.5

28.4

15.4

10.9

2.5

9.7

19.8

4.7

23.3

7.0

20.2

20.5

12.4

25.6

6.2

24.8

7.8

21.3

11.6

0 10 20 30 40 50

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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６．災害時の対応について 

問 23 災害発生時、数日間医療機関や福祉サービス等を利用できないとき、心身の健康

面や生活面で困ること 

問 23 災害発生時、数日間医療機関や福祉サービス等を利用できないことが想定されますが、

心身の健康面や生活面で困ることについて、どのようなことがありますか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害発生時、心身の健康面や生活面で困ることについては、身体障害者、知的障害者、難病患者は

「特にない」の割合が最も多くなっていますが、精神障害者は「治療や投薬を受ける必要がある」が

約３割（30.3％）で最も多くなっています。次いで、身体障害者は「治療や投薬を受ける必要がある」

（18.8％）、「普段の自分の生活が変わってしまう」（13.7％）の順となっています。知的障害者は「普

段の自分の生活が変わってしまう」（29.7％）、「治療や投薬を受ける必要がある」（10.4％）の順と

なっています。精神障害者は「普段の自分の生活が変わってしまう」（29.4％）、「特にない」（18.4％）

の順となっています。難病患者は「治療や投薬を受ける必要がある」（24.0％）、「人工透析を受けてい

る」（18.6％）の順となっています。 

  

人工透析を受けている

ストマ用装具（人工肛門・人工膀胱）
をつけている

インシュリンの治療を受けている

在宅酸素や人工呼吸器をつけている

気管支炎、ぜんそくなどの持病があり、
吸入の必要がある

心臓疾患のためにニトログリセリンを
常時携行する必要がある

上記以外の理由で
治療や投薬を受ける必要がある

普段の相談相手や話し相手と
連絡ができなくなる

普段の自分の生活が変わってしまう

特にない

その他

　無回答

6.5

5.2

1.6

1.6

0.9

2.3

18.8

2.5

13.7

28.9

3.5

14.4

0.5

-

0.5

-

-

-

10.4

4.4

29.7

41.2

0.5

12.6

-

1.0

0.5

-

0.5

-

30.3

6.0

29.4

18.4

3.5

10.4

18.6

0.8

0.4

1.9

0.8

-

24.0

2.3

7.4

24.8

5.8

13.2

0 10 20 30 40 50

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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問 24 災害発生時に自力で避難することができると思うか 

問 24 災害発生時に自力で避難することができると思いますか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害発生時の自力避難の可否については、身体障害者、精神障害者、難病患者は「避難できる」が

５割台前半を超えて多くなっています。一方で知的障害者は「支援がないと困難だと思う」が約６割

（59.3％）と多くなっています。 

 

 

  

  全  体 (1,367)

身体障害者 (796)

知的障害者 (182)

精神障害者 (201)

難病患者 (258)

54.9

39.6

61.7

62.0

42.3

59.3

37.3

35.3

2.8

1.1

1.0

2.7

(%)ｎ

56.7 40.7

2.6

(%)

避
難
で

き
る

支
援
が

な
い
と

困
難

だ
と
思

う

　
無
回

答
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問 25 災害発生に伴う避難時に、身近に支援してくれる人 

問 25 災害発生に伴う避難時に、身近に支援してくれる人は誰ですか。[１つに○] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害発生に伴う避難時に、身近に支援してくれる人については、身体障害者と難病患者は「配偶者」

の割合が３割台後半を超えて（順に 37.4％、42.2％）最も多くなっており、次いで「子ども」（順に

17.2％、15.5％）が多くなっています。知的障害者と精神障害者は「親」の割合が約３割を超えて

（順に 52.7％、30.3％）最も多くなっています。知的障害者は、次いで「事業所の職員」（17.6％）が

多くなっています。精神障害者は、次いで「配偶者」（20.9％）が多くなっています。 

 

  

親

配偶者

子ども

兄弟姉妹

祖父母

親戚

近隣の方

友人・知人

事業所の職員

支援者はいない

支援の必要はない

　無回答

6.9

37.4

17.2

3.6

-

0.5

3.8

1.5

3.9

8.8

7.2

9.2

52.7

1.6

1.6

5.5

-

-

1.6

1.1

17.6

4.4

1.6

12.1

30.3

20.9

5.0

5.0

0.5

-

2.0

3.0

4.5

15.4

6.5

7.0

8.9

42.2

15.5

4.7

-

-

1.6

1.2

1.9

5.8

9.3

8.9

0 10 20 30 40 50 60

身体障害者 n=(796)  

知的障害者 n=(182)  

精神障害者 n=(201)  

難病患者 n=(258)  

(%)
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自由意見 

◎市の障害福祉施策について、ご意見やご要望がありましたら記入してください。 

 

自由意見にはのべ 276件の記述がありました。項目別にまとめると以下のようになります。 

 

項目 件数 

バス・福祉バスについて 30 

市職員の障害者に対する対応の充実 29 

災害発生時の支援の充実 21 

就労支援の充実 18 

福祉避難所について 16 

アンケートについて 16 

経済的支援 13 

入所施設等の充実 11 

相談体制の充実 11 

サービス全般の質、量の不足、推進 11 

市からの積極的な情報発信 10 

道路・歩道の整備 9 

手続きの簡略化 9 

障害福祉制度・サービスへの謝辞 9 

親亡き後の支援の充実 7 

将来に対する不安 6 

通所サービスの充実 6 

サービスについての情報提供 5 

タクシー券について 5 

移動手段の確保 4 

障害者差別の解消 4 

ヘルプマークの啓発活動 4 

市のイベントについて 4 

難病患者に対する支援の充実 4 

障害者支援の遅れ 4 

信号機について 3 

交流の場の確保 3 

福祉に携わる人材の確保 3 

放課後デイサービスの充実 2 

通信手段の確保 2 

介護者の負担軽減 2 

医療サービス等の充実 1 
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エレベーターの設置 1 

ガソリン券について 1 

教育に携わる人材の発達障害への理解の推進 1 

施設サービスに対する要望 1 

個人の状況に合わせたサービスの供給 1 

身体障害者用駐車スペースについて 1 

トイレの整備 1 

児童発達支援の充実 1 

障害者手帳で利用できる交通機関の充実 1 

障害児に対する支援の充実 1 

保育園や各施設の障害児受け入れについて 1 

 

代表的意見 

〇バス・福祉バスについて 30件 

・まだ歩けるので杖を使って福祉バスで買い物に行っています。願わくば反対廻りがあるとうれ

しいのですが。 

・市内を走る福祉バスを誰でも乗れるコミニュティバスにして欲しいです。いつ見ても２～３人

しか乗って居ず特に申請なしでも一定の料金で使用出来たら嬉しいです。 

・が時間の関係などよくわかるのですが、保健所前、福生病院等二台の車輌が逢うところでは、

乗りかえの出来る配慮がほしい場合がございます。 

 

〇市職員の障害者に対する対応の充実 29件 

・市の窓口で、障害者としてはまわりの人を気にすることなく、仕切りや個室的な場所で相談や

行政手続きなどができればいいなと、そのつど思っています。 

・用事があって伺ったとき、同行していた親の方ばかり見て話す職員の方が多いのが気になりま

す。話しているのは、私なので、しっかりこっちを見て話をしてほしいと思います。些細な事

ですが、こういった小さなことが傷つくことが多いです。 

・市役所の窓口で気軽に相談出来る人材が常任して下さる方がおられたら安心です。 

 

〇災害発生時の支援の充実 21件 

・災害時の人工透析支援をお願いします。 

・避難の放送が聞こえないので、市役所の人が来て教えてくれたので助かりました。また、今後

もお願いしたいです。 

 

〇就労支援の充実 18 件 

・手帳の有無が障害者雇用の判断基準にもなっているようで、難病患者はその枠に入れない現状

を考えると、就労支援や雇用対象の拡大への働きかけを望みます。 

・就労を１番必要としていますが、就労のためのトレーニングや学び、も要望しています。 
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〇福祉避難所について 16 件 

・避難場所にベッド（障害者用）、トイレがない所には、行けない 病院が受け入れて下さるのが

１番良いのですが。 

・皆様と一緒の場所に避難すると御迷惑をかけてしまう事がとても心苦しいです。その事が一番

心配です。なるべく家でとは思っていますが、これからどんな災害が起るか予想もつきません。

とても不安です。 

 

〇アンケートについて 16 件 

・一人一人の声を聞くためにアンケートは必要ですが、目が不自由な人は字を読むのが大変です。

私は子どもに頼んで書いてもらっています。福祉に協力はしたいのですが、わからない事が多

く人に聞きながらの答えで、自分の気持ちが伝わるか心配な事が多いです。 

・毎回、この調査に協力していますが、その答えが回答者に伝わっていないと私は思います。 

 

〇経済的支援 13件 

・わたしは耳が聞えないのですが、市から補聴器を片方だけいただいております。もう片方の耳

の補聴器はもらえないでしょうか。私は月に６万円の年金をいただいて生活している者です。

その中からは高い補聴器を買うことができないです。 

 

〇入所施設等の充実 11件 

・入所施設は女性だとなかなか受け入れてくれない。将来長く受け入れてくれる所がもう少し近

くにあれば良いなと思う。 

 

〇相談体制の充実 11 件 

・専門知識を持った支援員の増員をお願いしたい。市の福祉担当者の対応を充実してほしい。 

 

〇サービス全般の質、量の不足、推進 11件 

・「社会資源を障害者ニーズに適切に結びつける」ということがあると思いますが、相談員が障害

者関係の社会資源情報をあまり持っていない状況が伺えます。相談員個人の資質の問題という

よりも、地域の福祉サービス等の情報が相談員に伝わっていないという仕組みの問題にも思え

ます。 

 

〇市からの積極的な情報発信 10 件 

・今回のアンケートに同封された災害時のマニュアルがとてもわかりやすいので保管しておきま

す。定期的に市から、マニュアル本や、サービス種類のお知らせ等を自宅に郵送して頂けると

助かります。 
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